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　L新らしき二［1■の猫平版が封切りされ．た日であったかと思ふ・映書鑑賞の後
の軽い疲れをスケ1ト揚に憩ひながら，若入が始もなし絡もなし一條の群を
なして銀盤上に大きな渦を描き出してみる様を無心に眺めてみると，揚内の
憎憎と淵いコ1ヒ1の味畳とが織り込まれて，この情景は心よV・休憩を與へ
てくれるのであった．心よいまSに紫煙をゆるがせてるると，やがてこの滑
かな流れに大動飢が起り，夢心地は破られ，今まで杢く忘れられてみた職業
意識も復活し思はす刮目して揚内を見張つた．それはし右廻ゲからし左廻り「
への攣更のシグナルが掲示されたのであった．大動飢も治り，やがて元のま
Sの滑かな流れを若人の群は展開してくれたのであったが，朧氣ながらも職
業意識を呼び灰した自分には，この度の情景は最早繭と同じ感を輿へてくれ
なかった．
　観舞する若入の一人一人目注目すれば，二半同ずるもの，ジグサグに進む
もの，多種多様ではあるが何れも力學の法則に支配されながら愉快そうに曲
線を書いて滑って行く。少しく下界を横げると何かの法測にでも左右されて
るるかの様に大野の流の中に幾つかの分流とでも言ふか，夫々特性を有する
流れが門内に調和を保ちながら移動してゆく．それは上手なそして速かに滑
ってみる入蓮が，綾かに或はぎごちなく滑り行く人達の向を縫ふために起る
のであらう．例へば又誤って一人目貸倒したとするならば，他の人達はこれ
を避けるために共嘘に到って特別な行動をとるため，これを集團的に．見れば
特性を持つた一つの流れを他の流れから識別することが出門るのであらう．
　此の様に同一の情景も注意の度合とか，範園の廣さに依って只一つの渦動
運動を感ぜられることもあり，或はその渦も構成要素である幾條もの流れに
分裂されても仕舞ふし，或は又極端に最小輩位の各スケ1タiの曲線運動と
なって仕舞ふこともある．漠然と眺めてみる時には此等の三つの映像が交互
に網膜に爲ってみるのであらう．一入の滑走者に留意すれば，美事な曲線を
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叢いて運動してみるが，敷米を行く闇には少くとも1，2度のストnlクをス
ケートに與へ，その度毎に四肢と言はす全身に微妙な運動を與へてるる筈で
ある．これを一條の曲線運動をしてみる如くに感ずるのは，朧氣な頭臓が10
分之1とか5分野1秒等の短v・聞に起る攣化を認識し切れないからであらう・
と氣が付いた時に，銀座の夜景を帯した糟ハガキを思ぴ出した．自動車のヘ
ッドライトは4丁目から新橋に向って幾條もの幅廣い明い線になってしまっ
てみるのも，乾板が夜景に列しては丁度現在の自分の頭の様に感度が悪いせ
いであらう．憎いて議事堂落成観賀の提燈行列の爲眞を見て興味深く見つめ
てみた事を思ひ出した．結局の話が，何の様な精密な観測装置でも，明晰な
頭臓でも，世嫡象の或種の時間的及び室聞的の雫均を測り或は認めるのであ
って，声聞室間の大さの取り方で同じ樹象物でも種々と異った映像となって
満し出されるのであらう・
　誠に失禮な話ではあるけれど，スケ1タ1に赤や白の帽子を勝手に被せて
思索の統制を計ってみる内に，揚内は次第に膨脹し出し，御軍は限り無く稀
薄になると同時に超顯微鏡的になり，五官に感ずる筈もなV・室氣の分子まで
も臓裏に浮び出し，分子とスケ1タ1とは途にオ1バ1ラップし室内は氣燈
早上論思索の舞藁となって仕舞つた．
　氣艦蓮動勢に依ると氣艦は粒子（分子，原子）の集合であって，各粒子は氣
艦の温度に相列した李均速度（cとする）で活壌に運動し，又盛んに相互間に
衝突をなし，今右に進んでみたかと思へば次の瞬間には左に，前に後にと方
向を攣へて進んで行く．一つの粒子が衝突することなく自由に直様運動し得
る卒均距離を雫均自由行程と呼んでみる．今この距離を粒子が進むに要する
時間を假に粒子の雫均壽命（t＊とする）と呼んでおこう・これはt＊秒毎に粒
子は・關突する・と臆等し，灘言一ば1秒間に一網醸する・と野
幌してみる．思索の舞墓では，漫々的ではあるが，聯想は次から次へと展開
して行く．
　借てt＊に較べて極めて短い時聞（Atとする）の攣化を考へると，粒子は輩
にcti亡だけ或方向に移動する．從って吾々がこの様な時間に就て槻察すれば
粒子はどれもこれも直線運動してみると考へて差支へなV・筈である．然し飽
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くまで∠t＜亡の響町を忘れてはならない．といふのは，t＊〈dtである様な
dt秒間の曇声を考へる段になると世界がガラリと攣って仕舞ふからである・
言はばミクロスコツピツクの世界から一足飛にマクロスコツゼツクの世界に
移って仕舞ふからである．事がらを解り易くするために分子に紅自の帽子を
被せて揚の中央に境界面を作りこれを2画したとしゃう。紅組のもの白組の
もの何れも許された範園内で三期に運動してみる時，この境界面を取り除け
ば紅と白とは次第に混合して行く．孟秒後にはcAtだけ運動するものと考
へると，10分冊1秒後には完全に混合して仕舞ふであらう．その結果は，ど
んなに大きなビルデングに於ても僅か1箇所に暖房設備をすれば，ビルディ
ング全国が暖められると言った矛盾を生する．この誤はdt《t＊の條件を考
慮しなかったからであらう．實際tは1秒の100億分之1程度のものに過ぎな
かったのだ．切角紅粒子が白粒子群に向って毎秒数100米の速さで進んでも
1糎進む間には10萬同も頭を叩かられ，方向樽換を鯨雑なくされるから容易
なことでは完全に混合しない．’言ぴ換へると，紅粒子群の土均速度は。に較
べて遙かに遙かに小さいものである．この様子は粋士の帽子取ゆ遊戯に於て
紅白の児董が入り早れ平壌に運動してみるが容易に大將に接近し得ないのと
似てみる．三型のこの種の現象を横散と稻してみる．世帯現象を取り扱ふ時
には吾々は衝突に依り粒子の進路が幾同となく曲げられることを充分に考慮
してみるので，穿ってt＊よりは遙かに長V・間の寒駅的現象を考へて居るの
であるから，全く計算をし直さねばならない．この様に同じ粒：子群の運動を
見るにしても取り扱ってみる時間の長さに依って見かけ上全く異った現象が
考へられてくる．
　揚内の粒子群を見てみると，そここ』に斑が出來ては清へ出撃ては1肯へて
行くが，これを外術的に言ふと密度のフラクチェエ1シヨンが起ってるるの
であって，このフラクチェエ1シヨンを何の程度に認めるかは，叉dtを何
の程度のものに取るかに關平するものであるが，更に考慮してみる室間の大
さにも關係する筈であらう。早い話だが全物的に見れば東京市は人口的に，
頗る大きな斑である．然し市内に入ってみれば，その内tcは左程の斑も磯見
出來なV・であらう．又時間的に見て丸の内のビノレデイング街の人口は1日の
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内に非常な憂化があるけれども，1日李均の人口にして仕舞へばWeek　day
　　　　　　　ムラに就ては左程の斑もなvoことであらう．
　粒子は全く規則なく自FIlに蓮外してみるとは言ふものの，その無規則と書
ふ裏面に斑の生することが意味されてるるのである．こ」まで聯鎮的な思索
が進んで來た時に自分は，粒子群の最小の斑は一膿何であらうかど言ふ問題
に興味をびかれた．参考書は勿論のこと鉛筆や紙も持合せて居るわけでもな
し，本當に自由な思索なので，何等の故障も起らす，頗る圓滑に話を進める
ことが出彫る．恐らくそれはブラウン運動を起すに必要な大さ，穿ちコロイ
ド粒子の大さのものであらう．何となれば，集團的特性は分子運動の準均壽
命に比較される程度の時聞内に潰失してしまっては話にならないからで，コ
uイド粒子の大さ1σ一4糎より小さい揚合には（勿論，温度，密度，分子の
大さに依って異なの一概に言へないが）隠時にして特性は四散され清失して
仕舞びそうであるから．
　運動方面から見た斑にれをこしでは假に渦と題して置く）の最小のものが
ユ糎の1萬分之1とすると，その次に大きい渦は何ものであらう．頭に浮ぶも
のは河の流れに見る所謂渦，氣象上の突風さてはコ1ヒ1も淺り少くなっ
たが，コップの中に起る渦，それ等は何れも1糎の長さに依って測ることが
出來やう．もっと大きい渦は無いだらうか，有る有る．鵬風鐸さは，雪煙
學に暗いので解り兼れるが粁を以って測られるものらしい．以上考へた渦の
大さは，始めが1糎の1萬分之1，次が1糎，その次が10萬糎となる（勿論その
中間の渦がないと言ふのではなくこの程度のものが澤山あるのではないかと
言ふに過ぎない）．してみると渦から覗いた宇宙にも近刊k天文と宇宙1に荒
木博士の運べられてるる階甑性が存在しそうに思はれるので，思索は一足飛
にスケ1ト揚とは早々もない天罷に移って行く．
　黒鮎やg・　ranulationが運動學的粒子集團であることは周知のことで，その
大さはgranulationが小さいものは数百粁，大きいものは数干粁であり，黒
馬が激千粁から数平準である．コ・ナもやはり粒子の集團的運動をなしてみ
るもので，その大さは野獣粁の程度である．更に遊星朕星雲に移れば，これ
も亦運動學的集團で其の大さはしコロデの1萬倍の程度のものであらう．
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　斯くの如くに分子，原子の運動方面からみた集團の大さは，小はコロイド
粒子の大さ1萬分野1糎（1ミクロン）から断って，遊星歌星雲の1千億粁に至
るまで4桁，5桁の差を以って段階を形作ってみる様に思はれる．然しながら
こMτ獲平した宇宙の階段性は荒木博士の説くところの，室間認識の階段性
に封して決して下立したものではなくこれに平行して初めて考へ得られるも
のである．何んとなれば屡ζ述べた通り集團的性質は室闇の大さ，時間の長
さ．を度外覗しては認識し得ないものであって，各々の世界は夫々野晒しい室
間の廣さ，時間の長さを以て測らぬ限りその世界の特性は認められなくなる
からである．早い話が，井蛙が大海に浮んでもそれが限りある海であること
は認識し得ないのと同じで，コ・ナの大さを測るに相懸しV・尺度と，その攣
化を知るに便利な時聞の軍位を以てしては遊星欣星雲の形歌，運動欣態を知
ることは出來ない．こNまで考へ及んだ時，天文學者の亭常に用意してみる
尺度が蝕りにも多様であることに，そして間違ひなしにそれ等を使ひ分ける
腕前に一驚するのであった．賭瞼の重苦しい狭隙な屋根の下に醒齪してみ
ると1，他の世界を測るべき尺度を忘れ，他を許すべき雅量をも失って仕舞
ふであらう．宇宙とは何か．潅南子の言を借りて雷へばL往古冷罵謂之宙．
四方上下謂之宇1．一言にして言へば，宇宙とは室間と時間とに織り込まれた
kすべてlilである．
　宇宙萬有とその攣化物韓は，これを其の差別相より観すれば，亘大なる大
宇宙より，微小なる原子電子の世界に至る迄，階段性があり，渦巻があり，
斑がある．然しその普通性よりこれを観すれば，眞理は一’一’一如であり，大宇宙
を支配する法則にも微小宇宙を支配する法則にも相互に一陣相通じて居るも
のがある．
　人間は何を考へてるても，どどのつまりは宇宙を考へたがるやうになる．
その思想が幼稚であっても高才であっても，昔から人類はみな宇宙の事を考
へた．斯く思索をたどって來て，又L天文と宇宙1で見たカルデや人の天地構
造論や，古代印度の宇宙観，希膿帥話の世界観等の珍らしV・書を思ぴ浮べな
がら，残りのコ1ヒ1を飲みぼし，身は現代文明の利器に託し饒宅の途に就
いたのであった．
